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滝
撮
影
開
始
の
最
初
の
一
滝
。

　

写
真
撮
影
の
実
力
Ｕ
Ｐ
に
被
写

体
と
し
て
滝
を
選
ん
だ
。
今
思
え

ば
選
ん
で
し
ま
っ
た
と
言
う
か
、

途
中
、
百
と
は
こ
ん
な
に
沢
山
な

の
か
と
思
っ
て
し
ま
う
。
反
面
、

滝
の
虜
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

両
神
山
一
、七
二
四
ｍ
の
麓
、

小
森
川
に
注
い
で
い
る
閑
静
な
滝

で
、
観
瀑
台
か
ら
眺
め
て
い
る
と

ベ
ス
ト
森
林
浴
を
感
じ
る
。

丸
神
の
滝
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
七
十
六
ｍ 

埼
玉
県

一
九
九
〇
年 

七
月
八
日

　

行　

程 

四
〇
八
㎞

　

総　

計 

四
〇
八
㎞

は
じ
ま
り
は
、
仕
事
で
写
真
を
撮
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
に
な
り
、
上
手
に
な
り
た
い
一
心
か
ら

一
眼
レ
フ
で
練
習
を
始
め
た
こ
と
に
遡
る
。

何
ご
と
も
基
本
が
肝
心
と
考
え
、
通
信
教
育
の
写
真
講
座
を
受
講
し
た
。

被
写
体
の
テ
ー
マ
を
絞
る
と
い
う
課
題
の
中
で
、
た
ま
た
ま
当
時
、
日
本
の
滝
百
選（
緑
の
文
明
学
会
出
版
）

「
日
本
の
名
瀑
」 
の
写
真
集
が
目
に
止
ま
り
、
元
々
、
自
然
の
山
へ
行
き
た
い
と
い
う
思
い
も
あ
り
、

被
写
体
に
滝
を
撮
っ
て
い
け
ば
上
達
す
る
だ
ろ
う
と
考
え
た
。

森
に
は
森
林
浴
が
あ
る
よ
う
に
滝
に
は
マ
イ
ナ
ス
イ
オ
ン
浴
が
あ
る
。
大
き
な
滝
は
躍
動
感
が
あ
り
、

小
さ
な
滝
に
は
安
ら
ぎ
を
感
じ
る
。

滝
見
行
に
は
、
大
自
然
の
中
に
自
分
を
置
く
こ
と
で
、
ス
ト
レ
ス
解
消
、
気
分
転
換
、
心
の
洗
濯
な
ど

最
高
の
癒
し
が
得
ら
れ
る
不
思
議
な
魅
力
が
あ
る
。

ま
た
、
自
然
の
恵
み
に
感
謝
し
、「
滝
を
見
に
来
て
や
っ
た
」で
は
な
く「
滝
を
見
さ
せ
て
も
ら
う
」と
い
う

感
謝
の
念
を
持
つ
こ
と
が
、
山
か
ら
無
事
帰
れ
る
た
め
の
儀
式
で
あ
る
と
、
常
に
心
得
と
し
て
い
る
。
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華
厳
の
滝
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
九
七
ｍ 

栃
木
県

　

第
二
い
ろ
は
坂
の
展
望
台
、
明

智
平
か
ら
見
る
景
色
は
パ
ノ
ラ
マ

で
あ
る
。

　

袋
田
の
滝
は
別
名
、
四
度
の
滝

と
も
呼
ば
れ
、
四
季
折
々
の
表
情

が
楽
し
め
る
。

袋
田
の
滝
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
一
二
〇
ｍ 

茨
城
県

一
九
九
〇
年 

八
月
一
一
日

　

行　

程 

三
一
一
㎞

　

総　

計 

七
一
九
㎞

一
九
九
〇
年 

八
月
一
四
日

　

行　

程 

六
五
一
㎞

　

総　

計 

一
、三
七
〇
㎞
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滝
の
流
れ
を
抱
擁
す
る
岸
壁
は
、

陽
光
と
採
光
、
含
水
と
乾
燥
に
よ

り
、
藍
色
、
淡
青
色
、
茶
褐
色
、

乳
白
色
に
も
な
り
、
変
化
に
富
ん

布
引
の
滝
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
四
三
ｍ 

兵
庫
県

だ
表
情
が
楽
し
め
る
。

　

観
瀑
台
の
上
か
ら
見
る
姿
も
美

し
い
が
、
滝
壺
へ
下
り
、
岩
を
滑

る
よ
う
に
流
れ
る
水
を
見
る
の
も
、

心
和
や
か
に
な
る
。

霧
降
の
滝
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
七
五
ｍ 

栃
木
県

一
九
九
〇
年 

八
月
一
四
日

　

行　

程 

六
㎞

　

総　

計 

一
、三
七
六
㎞

一
九
九
〇
年 

九
月
二
日

　

行　

程 

一,

〇
八
八
㎞

　

総　

計 

二
、四
六
四
㎞
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登
路
は
渓
谷
歩
道
を
、
帰
路
は

軽
便
軌
道
跡
を
御
利
用
下
さ
い
と

い
う
遊
歩
道
に
鉄
道
線
路
が
残
さ

れ
て
い
た
。

　

秋
の
紅
葉
は
と
く
に
、
と
く
に

す
ば
ら
し
い
。

七
つ
釜
五
段
の
滝
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
五
〇
ｍ 

山
梨
県

　

滝
の
水
が
流
れ
落
ち
る
さ
ま
が

僧
侶
の
払
子
を
垂
れ
た
様
に
見
え

た
こ
と
か
ら
そ
の
名
が
つ
い
た
と

い
う
。

　

エ
メ
ラ
ル
ド
グ
リ
ー
ン
の
滝
壺

が
神
秘
的
だ
。
真
夏
の
夜
に
開
催

さ
れ
る
滝
ま
つ
り（
8
月
中
旬
〜

下
旬
）で
は
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
、

幻
想
的
な
世
界
が
広
が
る
。
ま
た
、

冬
の
氷
結
し
た
滝
は
自
然
の
造
形

美
を
み
せ
て
く
れ
る
。

（
広
報
東
京
都
第
五
八
六
号
Ｈ
七

（
一
九
九
五
）八
．
一　

ふ
る
さ
と

探
訪
73
よ
り
）

払
沢
の
滝
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
六
〇
ｍ 

東
京
都

一
九
九
〇
年 

九
月
九
日

　

行　

程 

一
六
三
㎞

　

総　

計 

二
、六
二
七
㎞

一
九
九
〇
年 

一
〇
月
二
〇
日

　

行　

程 

一,

四
五
〇
㎞

　

総　

計 

四
、
〇
七
七
㎞
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昇
仙
峡
渓
谷
に
か
か
る
3

段
か
ら
な
る
名
瀑
。

　

陽
光
の
有
無
に
よ
り
味
わ

い
の
あ
る
、
見
て
い
て
も
飽

き
な
い
滝
で
あ
る
。

仙
我
滝
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
三
〇
ｍ 

山
梨
県

　

南
ア
ル
プ
ス
鳳
凰
三
山
か
ら
流

れ
出
し
て
大
武
川
へ
そ
そ
ぐ
石
空

川
、
こ
の
渓
谷
に
は
大
小
七
つ
の

滝
が
あ
り
豊
富
な
水
量
と
鋭
く
切

れ
込
ん
だ
谷
は
蛇
行
を
繰
り
返
し

て
ご
う
ご
う
と
こ
だ
ま
を
響
か
せ

て
い
る
。

　

な
か
で
も
北
精
神
ヶ
滝
は
こ
の

石
空
川
渓
谷
を
代
表
す
る
滝
で
落

北
精
神
ヶ
滝
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
一
二
一
ｍ 

山
梨
県

差
121
メ
ー
ト
ル
か
ら
一
気
に
落
ち

る
滝
は
ま
さ
に
豪
快
で
あ
る
。

　

そ
し
て
冬
の
氷
瀑
も
み
ご
と
で

あ
る
。
い
つ
か
こ
の
滝
へ
の
ア
プ

ロ
ー
チ
で
崖
崩
れ
が
あ
っ
た
。
そ

こ
を
通
り
か
か
っ
た
滝
撮
影
関
係

者
が
遭
遇
し
不
帰
の
人
と
な
っ
た
。

い
つ
も
思
う
、
山
は
怖
い
。

一
九
九
〇
年 

一
〇
月
二
〇
日

　

行　

程 

二
四
㎞

　

総　

計 

四
、一
〇
一
㎞

一
九
九
〇
年 

一
〇
月
二
一
日

　

行　

程 

二
九
六
㎞

　

総　

計 

四
、三
九
七
㎞
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石
段
下
に
は
棚
下
不
動
堂
が
あ

り
、
岩
窟
の
不
動
堂
奥
院
に
は
石

造
の
不
動
明
王
が
祀
ら
れ
て
い
る

と
い
う
滝
の
周
囲
は
静
寂
さ
と
仙

境
を
感
じ
さ
せ
る
。

　

裏
見
の
滝
で
も
あ
る
。

棚
下
不
動
の
滝
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
三
七
ｍ 

群
馬
県

　

滝
の
流
れ
の
水
に
足
を
つ
け
な

が
ら
、
滝
に
吸
い
込
ま
れ
そ
う
に

見
る
の
も
迫
力
が
あ
る
が
、
遊
歩

道
の
上
よ
り
見
る
滝
も
す
ば
ら
し

い
。 吹

割
の
滝
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
七
ｍ 

群
馬
県

一
九
九
〇
年 

一
〇
月
二
八
日

　

行　

程 

三
三
七
㎞

　

総　

計 

四
、七
三
四
㎞

一
九
九
〇
年 

一
一
月
四
日

　

行　

程 

二
九
五
㎞

　

総　

計 

五
、
〇
二
九
㎞
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69
メ
ー
ト
ル
3
段
か
ら
な
る
こ

の
滝
は
修
験
の
滝
で
も
あ
る
。

　

名
水
百
選
に
も
選
ば
れ
て
い
る
。

酒
水
の
滝
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
… 
神
奈
川
県

　

箕
面
市
箕
面
国
定
公
園
内
に
あ

る
こ
の
滝
は
高
さ
33
メ
ー
ト
ル
と

そ
れ
程
な
い
が
、
紅
葉
の
頃
、
陽

光
の
中
、
滝
壺
か
ら
見
上
げ
て
い

る
と
時
間
の
経
つ
の
を
忘
れ
る
。

箕
面
の
滝
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
三
三
ｍ 

大
阪
府

一
九
九
〇
年 

一
一
月
二
三
日

　

行　

程 

一,

〇
六
八
㎞

　

総　

計 

六
、
〇
九
七
㎞
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